
Fig.1 (a) Cavity design and parameters. 
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shifts. (b) Scanning electron microscope 

image of the YIG based H1-type PCNs. 
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はじめに イットリウム鉄ガーネット(YIG)系単結晶は、室温・光通信波長帯における最も優れた

透明磁気光学材料の一つである[1]。YIGを母材とした C6v対称性を有する H1型フォトニック結晶

ナノ共振器（PCNs）を形成し、その二重縮退モードを活用することで極小光サーキュレータ[2]な

どの非相反ナノ光素子が実現できると期待される。しかし、YIG は難加工性であり PCN などの高

度な微小光構造[3]の作製は極めて難しいことが知られている。前回我々は、SiO2 上に準備した単

結晶 YIG 薄膜に対して微細加工を行い、L5 型 YIG-PCN 構造の

作製に成功し報告した[4]。今回、同技術を発展させ、空孔半径

変調を導入した H1型 PCNs の作製に成功したので報告する。 

結果 本研究で検討したデバイス構造を図 1(a)に示す。本構造

は点欠陥を有する三角格子円孔フォトニック結晶を基礎とし

た H1型 PCNsである。C6v対称性を保持しながら欠陥部分に近

接した空孔の半径と位置の最適化を行った。３次元有限差分時

間領域法を用いた数値解析の結果、屈折率 nBi:YIG=2.37, 格子定

数 a=598 nm, 空孔半径 r0=0.29a, スラブ厚 t=300 nm, s1=0.21a, 

r1=0.23a, s2=0.05a, のとき、波長 1550 nm の双極子モードで

Q=2.3×104, モード体積 V=0.87(λ/n)3が得られた。次に、当研

究室が独自に開発した SiO2上に形成した単結晶 YIG 薄膜に対

して電子線リソグラフィーとドライエッチングを行い、設計し

た共振器構造の作製を行った。その後、フッ酸を用いたウェットエッチングによって SiO2層を除

去し、エアブリッジ型 PCN を作製した。作製した共振器の走査電子顕微鏡像を図 1(b)に示す。三

角格子円孔フォトニック結晶（格子定数 590 nm、円孔直径 282 nm）を基礎とした H1 型共振器が

形成できている。また、空孔半径の変調も確認できる。同構造は光通信波長帯において高 Q値光

共振を示すと期待される。その他の実験結果の詳細や光学評価の結果については当日報告する。 
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